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はじめに 
 

  図書館への期待がたかまっています。 

  文部科学省はこれからの図書館の在り方検討協力者会議を設置して、これか

らの日本で求められる図書館の在り方について検討をすすめています。昨年（平

成 18 年）3 月『これからの図書館像－地域を支える情報拠点をめざして－（報

告）』という報告書を発表しました。そこでは、従来の閲覧・貸出・リクエスト

サービス等を維持しつつ、新たな視点からの取り組みを実施して、地域や住民

にとって役立つ図書館のサービスを実現することが提案されています。 

  一方、子どもの読書の振興、文字活字文化振興のために国は法律（「子どもの

読書活動の推進に関する法律」平成 13 年 12 月法律第 154 号、「文字・活字

文化振興法」平成 17 年 7 月法律第 91 号）を制定し、読書の振興に国をあげ

て取り組もうとしています。この取り組みのなかで、学校図書館とともに大き

な役割を期待されているのが公共図書館です。 

  国と地方自治体の財政状況は非常に厳しいものがあります。そのなかで図書

館の建設に取り組む自治体も少なくありません。本区でも現在、新しい中央図

書館の建設が進んでおり、図書館に対する区民の関心も高まっています。 

  こうしたなかで、私ども「区民とともに歩む図書館委員会」は、区民ととも

に歩む図書館の在り方について検討してきました。2 年間にわたる議論の到達

点として、「協働型の図書館」について提言し、その実現を区民の皆さまととも

にすすめていこうというものです。 

  北区の図書館が今まで以上に利用しやすく、また区民の役立つものとなるよ

うに期待するものです。 

 

平成１９年３月 

 

区民とともに歩む図書館委員会 

                                               会長 大 串 夏 身 
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「区民とともに歩む図書館委員会」設置について 
 

経緯と目的 
 平成２０年の新しい中央図書館開設にあたり、時代にあった北区の図書館の

あり方を図書館だけではなく、利用する区民も一緒に考えようと、「区民ととも

に歩む図書館委員会」が設置されました。 

  平成１４年度の「新中央図書館建設検討懇談会」での提言を基本構想として、

平成１６年３月に、新中央図書館のサービスや施設内容等をとりまとめた「新

中央図書館基本計画」が策定されました。そこに掲げられた７つの基本理念の

ひとつが「区民と協働して発展する図書館」であり、「サービスや運営における

区民参加を進め、図書館活動に幅と厚みをもたせるしくみをつくっていく」と

しています。 

  そこで、図書館運営に区民の協働・参加・参画の視点で、具体的な施策とし

て実現するために必要な提言を行うことを目的に、平成１７年４月「区民とと

もに歩む図書館委員会」が設置されたのです。 

  また、この委員会が単に議論だけでなく、協働の実験・実践の場として今後

発展していくことを期待されているとの認識のもと、委員全員による活発な活

動が行われました。 

 

２年間の検討内容 
  平成１７年度は、新中央図書館の基本設計と実施設計を中心に検討する中で、

実際の図書館活動や図書館を取り巻く状況を認識することができました。会議

は６回開催しましたが、毎回３０人近い傍聴の方々を交え、利用者にとって使

いやすい新中央図書館建設に向けて多くの期待や質問・要望などが話し合われ

て、その議論の成果を設計に反映することができました。 

  平成１８年度は、区民とともに歩む図書館委員会の在り方、とりわけ「区民

とともに歩む」ということを中心に議論し、委員の大半が北区のさまざまな分

野で市民活動に関わっているということから、区民参加のシステム、協働のシ

ステムを図書館に導入するということに焦点をあてて、議論しました。その結

果、「（仮称）図書館活動区民機構」を設置することを提案することにしました。 

 
 

 

 

 

 

本提言は、「（仮称）図書館活動区民機構」の設置を

提言するとともに、その役割、組織・位置づけ、活動内

容等について明らかにしています。 

こうした組織が設置され、多くの区民の方々の参加

をいただき、行政・区民が協力して、維持・発展してい

くことを期待します。 
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第一章   「区民とともに歩む図書館」とは 
 

  わたしたち「区民とともに歩む図書館委員会」の提言を北さん（区民）と 

歩さん（委員会）の対話形式で表現してみました。 

 

 

 

「区民とともに歩む図書館」とは 

「どういう図書館にするのかを区民と行政が一緒に考える・ 

一緒に創っていくシステムをもった図書館」です。 

 

 

 

北さん① 

    「区民とともに歩む図書館委員会」はどのようなことを考え 

てきたのですか？ 

 

 

 歩さん① 

  新中央図書館の建設と開館を契機に、より「区民が参加する 

図書館づくり」を考えてきました。この委員会自体がその第一 

歩で、具体的な区民参加についての提言をまとめました。 

 

 

北さん② 

    地域づくりやこれからの行政には、住民参加や区民の声を聞く 

ことが求められている時代ですね。 

 

歩さん② 

  図書館もその一つです。 

委員会では、区民の意見をまとめて図書館行政に要望する 

 という視点よりも、私たち区民が、日々、図書館のさまざま 

 な面に参加していくことができる「しくみ（システム）」をつ 

 くろうという視点で考えてきました。 

 

 

 

北さん③ 

    具体的にはどういうことでしょうか？ 

  今でも、図書館に要望を出すと結構聴いてくれます。 

 蔵書の検索や予約、貸出、返却もやりやすくなっています。 

 比較的、区民のニーズに応えているといえませんか？ 
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歩さん③ 

  そうですね。しかし、「図書館が区民の読書を支援する」 

「図書館行政が要望に応える」というかたちでは不十分にな

ってきているのです。 

例えば、インターネットの普及をはじめ高度な情報化社会 

となり、メディアも多様化し、一方で読書の大切さが子育て・ 

教育面で改めて意識されてもいます。これまでの図書館が備えている機能や

専門性だけでは限界があります。さまざまな知識・能力・経験を持つ区民の

力が必要とされ、また力を活かせる時代です。 

一方、個人で情報発信することができたり、さまざまな市民サークルやグ

ループの活動が盛んになってきています。個人・団体ともに活動をつくり、

発信し、発表し、交流する場が求められており、図書館の機能をもっと発展

させられれば、より魅力的になります。 

 

 

 

北さん④ 

  「図書館行政が（区民の）要望に応える」というかたちでは 

不十分ということをもう少し説明していただけますか？ 

 

 

歩さん④ 

  今までの図書館の利用は、私たち区民が行政側から一定のサー 

ビスを受けることが主体でした。ある人にとって図書館は「楽 

しみの場」、「憩いの場」であり、またある人にとっては生活に 

必要な「知識を得る場」でもあります。これを大切にする 

ことに変わりはありません。 

しかし、私たちは、図書館には人生や社会をもっと豊か 

にする大きな可能性があり、魅力ある図書館活動ができると 

考えています。この可能性を広げ、どのような使い方をするのか、どういう 

図書館にするのか、これは区民がどういう生活スタイルや地域社会を築こう 

としているのかに大きく関わっています。 

ですから区民も行政と一緒に考え、一緒に創っていくことがより重要にな

ると考えています。 

 

 

 

北さん⑤  

  図書館は昔から生涯学習の拠点であるとの位置づけをされて

います。これが変わってきているから図書館も変わるのですか？ 
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歩さん⑤  

  図書館は区民が学習する場であり、その機会が保障されな

ければなりません。それは生涯学習の本（情報）を通して知

識と人をつなぐことによる個人の豊かさを追求するという一

面だと思います。そして個人の豊かさは同時に豊かな地域社

会を築くことにつながることを期待されています。 

 

生涯学習は単に個人の知識獲得で完結するのではなく、個人の能力 

を社会に還元（貢献・活用）していくことまで含まれているのではないでしょ

うか。今までの図書館の機能は個人の能力の社会への還元という面ではまだ未

発達の面があるのではないでしょうか。 

市民活動やネットワークといった人と人をつなぐ部分、社会的な課題の解決

のために知識を知恵にかえていく部分での工夫や支援もこれからは視野に入れ

ていく必要があると思っています。 

一人の「こんなことができるかな」が「具体的な豊かな社会づくり」に変え

られる場、「知識の習得」から「社会貢献」へ変身できる場、それが図書館だと

したらどうでしょう。 

 

北さん⑥ 

  多くの異なった考え方をする人が出会える場としての 

図書館にはいろいろな可能性があるということですね。 

情報活用や学校教育への支援も含めてさまざまな区民活動 

に応えていける図書館とはどんな図書館なのかを私たち区民 

も考えていかなければならないのですね。 

 

 

 歩さん⑥  

  そのために今必要なものは、具体的に「こういうサービスをし

てくれる図書館」ではなくて、まずは「区民と行政が一緒に考え

る・一緒に創っていくシステムをもった図書館」だと考えます。 

 

 

 

 

「協働の場」としての 

「（仮称）図書館活動区民機構」の設置を提言いたします。 

 

 

北さん⑦  

  「どういう図書館にするのかを一緒に創っていくシステム」とは

具体的には何でしょうか？ 
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歩さん⑦ 

  一緒に創るということには二つの意味があります。 

一つは大きく北区の図書館行政の方向を決めていくこと、  

もう一つは図書館活動の機能・サービスの在り方や方法を

考えることです。 

              一つ目の図書館行政の方向を考えるといっても、実際には 

図書館の機能・活動の一つ一つを精査していくことでしか見極められませんか

ら、現実の図書館サービスにいかに区民が関わることができるかが最も重要で

あると考えています。いろいろな人がいろいろな使い方をして初めて見えてく

るものだと思います。 

そこで二つ目の図書館活動の機能・サービスの在り方や方法を考えるシステ

ムをいかに構築するかが鍵になります。このシステムとして「（仮称）図書館活

動区民機構」の設置.を提案したいと思います。 

一つ目の図書館行政の方向を決めるシステムとしては「区民とともに歩む図

書館委員会（今の委員会をより充実したもの）」を想定しています（詳しくは第

５章にて述べます）。 

 

 

北さん⑧  

  今北区では、子どもや乳幼児の親子を対象とした「読み聞 

かせ」や、障がい者をサポートする対面朗読・音訳や点訳など、 

多くの事業を市民グループが担っていると聞いています。 

読み聞かせの活動は、区民講座がきっかけとなり区民による

市民団体が立ち上がってきたようですし、リサイクルブックフェアやイベント

の実行委員会が区民参加で組織され実施されています。 

このような参加は、「図書館ボランティア」と呼ばれていますが、「（仮称）

図書館活動区民機構」はこれらと違うのですか？ 

 

 

歩さん⑧  

  これらのボランティアは実際には図書館の機能や活動の 

ごく一部にとどまっていて、業務の補助的な役割に限られ 

ています。 

一般的にボランティア活動は行政サービスの補助・サポ 

ートであり、安価な労働力というイメージがあります。それは職員から一定の

業務が与えられるということに由来しています。 

「（仮称）図書館活動区民機構」は単にボランティアが集まった委員会、業務

委託的なボランティア活動そのものではなく、その特徴は“新しい場”の提供

にあると考えています。 

 

     例えば、 

さきほどの「読み聞かせ」ボランティアの「ブックスタート」を 

例にして“場”としての「（仮称）図書館活動区民機構」での 

活動を考えてみたいと思います。 

 - 7 - 



 

 現在は職員の指示によって保健センターでの３ヵ月検診時に

絵本を手渡すことを中心にしたボランティア活動をしています。 

 

この活動をさらに充実させるためには何が必要でしょうか。 

 

         まず考えられるのは、継続的な親子を対象にしたフォローアッ 

プ事業が必要でしょう。 

この時期の子どもには、読み聞かせといっても、子育て支援的な要素も必 

 要です。そのためには、図書館だけでなく関係諸機関との連携も必要になり 

ます。 

言語教育的な専門性も必要かもしれません。それによってはボランテ 

ィアではなく専門家や職員が行うべきことがあるかもしれません。 

 

これらの活動を担う人材の育成や確保も重要です。 

より効果的にやるには、より効率的にやるにはどうすればい 

いのかという工夫、こんな活動にも展開できるんじゃないか、 

こんなこともしてみたいということが生まれると思います。 

この事業をより実際的に具現化していくためには、この事業

に関心のあるさまざまな人が情報や問題を共有し、いろいろな   

      知恵を出し合っていくことが必要です。 

 

 

その“場”が、「（仮称）図書館活動区民機構」です。 

 

その“場”では、職員がコーディネータとして運営をマネジ

メントしていくことになると思います。 

 

 

 

 

労力の提供としてのボランティア活動だけではなく、 

問題の設定、解決の手段、運営方法、担い手の管理、 

それらに一貫して区民が携わり、効果的な活動にしていくこと、 

こういった活動を「行政と区民の協働」と私たちは考えます。 

 

 

 

北さん⑨  

  ボランティアとして協力はしてもいいけど、区民参加とか協働

とかといってあんまり責任を持ちたくないな、という人もいるの

ではないですか？ 

 

 

 - 8 - 



 

歩さん⑨  

  確かにいろいろな考えの方がいると思います。“ボランテ

ィア”という言葉も様々な意味で使われています。“ボラン

ティア”と言う言葉の使い方として便宜的に以下の３タイプ

に分けてみました。 

               

 タイプ１：自己の能力・労力を社会に役立てようという意識はあるが責任を持 

つことは好まない。（一般的に使われているボランティアとしての

イメージ、悪く言うと行政の下請け的役割） 

 タイプ２：自己実現と社会貢献への意識が強く、相応の対価（報償金）を取れ 

るだけの専門性や能力がある。（行政との接点は多いが、関わり方 

としては行政への要望、要求として表現される） 

 タイプ３：社会性があり、活動を北区全体の問題としてとらえることができる。 

          （市民活動の担い手として行政とも積極的に関わり合いを持つ） 

 

  私たちが提案する「（仮称）図書館活動区民機構」の担い手も“ボランティ 

ア“ですが、すべてのタイプを含みます。どのタイプの人が優れているのか、 

タイプ１から３にレベルアップすべきだとは考えていません。さまざまな考え 

方の人がいて、いろいろな思いで図書館活動に参加できることが重要です。 

「（仮称）図書館活動区民機構」は『私にも何かできるかな』の気持ちを大事 

にするところであり、いろいろな活動形態、それに合わせた場・教育が提供で

きなければならないと思っています。 

 

  こうした、ボランティア等の活動を行っている中で、 

また図書館サービスを受ける中で、たくさんの意見がで 

てくることを期待しています。 

 区民も図書館行政の在り方といった大きなテーマも 

一緒に考えて行くべきだ、と言いましたが、より多くの 

人が図書館活動に関心を持ち、たくさんの意見を口にし 

てもらうことによって初めてバランスのとれた方向が 

見えてくるのだと考えています。 

「（仮称）図書館活動区民機構」はその活動を通して、これからの図書館は 

どうあるといいのだろうか、と具体的に考えるきっかけの“場”なのです。 

 

北さん⑩  

  より多くの人にいろいろな図書館の使い方をしても

らう、その中で図書館の在り方を考えていこうというこ

とですね。 

   たくさんの人があつまる場、新しい使い方を考える

場が「（仮称）図書館活動区民機構」で、お手伝いの場

ではないことがわかりました。 

たくさんの人が参加してくれると楽しくなりそうで

すね。 期待しています。" 
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これからの図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いままでの図書館
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第二章  「（仮称）図書館活動区民機構」の役割 
 

  私たちは、「区民とともに歩む図書館」とは「行政と区民とが一緒に創る図書

館」であるとし、区民と一緒に創るシステムとして「（仮称）図書館活動区民機

構」の設置を第一章で提案しました。ここではその役割と組織について確認い

たします。 

 

（１）役割 
   「（仮称）図書館活動区民機構」は単にボランティアが集まった委員会、業

務委託的なボランティア活動そのものを実行するだけの委員会ではなく、その

特徴は“新しい場”の提供であると考えています。 

    具体的には以下の役割を担っています。 

 i )“協働の場”として 

    ① 図書館活動における情報を図書館が公開し、直接区民に説明する場 

     区民が行政の考え方を理解すると同時に、職員は区民からのニーズ

や情報を広く収集することができ、公平で効率的なサービスの仕方を

議論する場とすることができる。 

    ② 課題を行政と区民が共有し、解決のためにともに工夫する場 

     行政の持つ専門性と区民の幅広い能力により、解決のための選択肢

を増やすことができる。 

 

  ii)“生涯学習の場”として  

  ① ボランティア活動を通して自己の能力を高めることができ、社会参

加・貢献ができる。 

  ② 活動を通し、いろいろな機会や人とつながることができる。 

 

 iii）“創造の場”として 

  ① 具体的な図書館活動（サービス）に参加し、図書館機能・運営を考え

るきっかけの場 

    ② 新しい図書館の使い方を考え、創造する場 

   ③ i～iii を通して図書館文化を醸成し、図書館の在り方を考え提案・発信

していく。 

 

おはなし会  
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（２）具体的な活動例 
     役割の i,ii については第１章の対話８で説明いたしました。ここでは“創

造の場”について具体例で説明いたします。 

       地域資料における活動を考えてみたいと思います。 

       図書館では学校や諸機関、個人が発行したり寄贈した地域に関する資料

を収集・整理・保存していますが、なかなか街の中までは出て行けません。

そこで、資料の活用と充実のために図書館は地域資料に興味を持っている

方を対象に講習会やセミナーを行います。 

    「（仮称）図書館活動区民機構」は、このセミナーに参加された方でさ

らに具体的に北区の研鑚や資料集めに興味をもたれた方に「地域資料部」

への参加をお願いいたします。この「地域資料部」では例えば“まちの残

しカード”を作って自分たちのまちの写真やデータを保存します。これは

個人の研鑚であり知識の習得です。その過程でさらに各地に点在している

郷土史家の方々と知り合いネットワークが形成できます。これらの成果を

図書館に所蔵します。 

    「（仮称）図書館活動区民機構・マルチメディア部」とのコラボレーシ

ョンでデジタルアーカブとすれば広く区民へ活用できる資料として残す

ことができます。これは大きな社会貢献となります。さらに学校へ地域資

料の提供や、授業への出張授業としても活用できます。資料を残すという

社会貢献だけでなく子どもたちに郷土を知ってもらうこともできるわけ

です。図書館を場にして自己研鑽ができ、得られた知識をもとに人と人と

のつながり・関係諸機関をいろいろつなぐという知恵により貴重な資料と

して保存されるだけでなく、地域や文化の醸成にも貢献できるのです。 

       これが私たちが考える“創造の場”としての「（仮称）図書館活動区民

機構」です。これからの図書館が、“地域を支える情報拠点”として機能

していくために、さらに新しい展開を生み出すパターンだと思います。 

この“場”は区民にとっては“自己能力開発の場”であり、“能力の発

揮の場”でもあり、さらに“社会貢献の場”でもあるのです。つまりこれ

は「知識の習得」から「社会貢献」へ“変身できる場”としての図書館の

例でもあります。 

また、図書館にとっては従来の地域資料の保存という機能をさらに充実

し活用というさらなる機能を付加したことになります。 
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第三章  「（仮称）図書館活動区民機構」の組織・位置づけ

について 
 

（１）組織形態 
  提案する「（仮称）図書館活動区民機構」の組織のイメージを図１に示します。 

 

 

      【図１】 

 

 図書館

専任の協働担当

各部 内容 
人材育成 総合的な図書館活動人材育成プログラムの作成・運営

企画
特別行事の企画（地域や諸機関との関連行事・・） 

各種推進計画策定支援 
活動推進、図書館利用推進に関する企画 

広報 図書館活動・ボランティア活動の情報発信・啓蒙

レファレンス 総合利用案内・専門分野ガイド

資料・施設・環境整備 修理、緑化、居心地のいい空間整備 
障がい者・高齢者支援 点訳・音訳支援

多文化支援 外国語支援

ヤングアダルト ヤングアダルトコーナーの運営

子ども
ブックスタート・お話し読み聞かせ・ブックトーク・フ

ロアーワーク・利用活用指導 
学校教育 学校図書館支援、学校教諭支援

マルチメディア 情報教育やデジタルアーカイブ

友の会 会員サービス

地域資料
（北区の部屋対応）

行政資料・地域資料・古文書の収集・整備・活用

各部活動

（仮称）図書館活動区民機構

運営委員会

委員長
事務局

各部代表
中央館長（オブザーバ）

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注） 

    ① 図書館活動において区民との協働が有効であると考えているものを例

示すると上記１３部ある。 

   （活動の状況により併合や新規での増加は任意） 

  ② 区民の「できるかな」を大事にする組織であり、意欲を阻害するよう

な環境をつくらないこと。 

  ③ 何かやりたいけど何をしていいかわからない、能力がないという人も

それぞれにあった場や教育が受けられるようにしてあること。 

 

  

協 働 

 - 13 - 



（２）位置づけ 
  i )図書館との関係 

  ① 「（仮称）図書館活動区民機構」は現在の業務を区民が肩代わりするも

のではないし、これによって職員を減らすことを目的とするものでもな

い。 

  ② 図書館は専任の協働担当を配置する。「（仮称）図書館活動区民機構」

は図書館とは独立した別組織ではあるが、パートナーであることから公

設的である。行政には、設立の趣意に基づいて予算や職員の業務の面で

柔軟に対応することを求める。 

  ③ 協働の場である「（仮称）図書館活動区民機構」は図書館職員の協働に

対する意識とコーディネート力がカギとなる。職員には、区民の意見に

忍耐強く耳を傾けることが重要であり、活動に当たっては、館全体での

取り組みや教育委員会または区全体への横断性をも視野にいれた柔軟的

な思考を持つことを求める。 

 

  ii)「区民とともに歩む図書館委員会」との関係 

     ① 「（仮称）図書館活動区民機構」は「区民とともに歩む図書館委員会」 

とは独立した組織とする。 

     ② 「区民とともに歩む図書館委員会」は図書館活動全体の評価を行い、

図書館行政の在り方などを協議する場とする。「（仮称）図書館活動区民

機構」は「区民とともに歩む図書館委員会」へ問題を提起したり、活動

の報告をする。 

     ③ 「（仮称）図書館活動区民機構」の代表は「区民とともに歩む図書館

委員会」の構成メンバーである。 

 

（３）今後のスケジュール 
     新中央図書館の開館までに「（仮称）図書館活動区民機構」が設置される

ことを前提にすると一例ではあるが以下の日程が考えられる。 

         平成１９年４月  準備委員会の設置（図書館による） 

                         各部の活動内容検討、規約、組織の整備 

                         募集、登録の準備 

         平成１９年７月  募集開始 

         平成１９年８月  総会、役員の選出、各部活動開始、予算案の作成 

 

広報部会  
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第四章  人材の育成について 

 
（１）人材育成プログラムの設置 

  図書館活動の担い手としてのボランティアは公共の場での活動が多いため、

ある程度の質が要求されます。またボランティアが継続的に実施意欲を保持で

きるようなインセンティブのためにも人材育成プログラムや育成システムを持

つことが必要でありその設置を提案いたします。 

  ボランティア活動にどういう基準をもって質を担保させるかは、慎重に議論

しなければなりませんが、各ボランティアが希望する活動分野での入門的な知

識や技術は身につける必要があり、フォローアップやリフレッシュ研修も実施

すべきと考えています。 

 

（２）他部署との連携 

  実施の主体は図書館と「（仮称）図書館活動区民機構」の協働がいいと思いま

すが、教育未来館や生涯学習推進課、関連する北区のＮＰＯ法人などとも連携

しながら、教育ボランティアや市民活動といった視点からプログラムを作成す

ることが必要と考えます。例えば、ボランティア基礎コースとして図書館活動

の概略や北区の教育施策概略などを行い、その後に各活動別コースの専門的な

知識や技術を習得するための講座を行うなどが考えられます。これは図書館だ

けでなく他部署に分散しているボランティア育成講座事業等をも集約すること

にもなり、区全体としてより効率的な運営ができるようになると考えられます。 

   

（３）協働の具体的な活動 

またボランティアが自分で達成度を把握できるようなシステムとすることが

望ましく、例えば「図書館活動人材大学」といった区民が様々なボランティア

に必要な内容や講座が一見してわかるような総合的なシステムとすることを提

案いたします。講師はそれぞれの専門性にあわせて専門家に依頼することもあ

りますが、職員や経験豊かなボランティアが行うことも人材育成のサイクルと

して考えられます。 

  これらのプログラムやシステムは「（仮称）図書館活動区民機構」と図書館と

の協働の具体的な活動の一つとして早期の実施が望まれます。そのためには既

存の事業予算を柔軟に運用していただくなどの行政側の配慮をお願いしたいと

思います。 
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第５章  区民とともに歩む図書館委員会の今後について 

 
（１）システムを図書館に導入する 
  「区民とともに歩む図書館委員会」は、その名称により図書館活動について

の専門家、活動家が委員となり、機能的な議論や今後の図書館の在り方を提言

する委員会であるという期待が区民にはあったように感じられます。しかし、

私たち委員の多くは北区のさまざまな分野で市民活動を展開する個人や団体の

メンバーであり、深く図書館活動に携わっているわけではありません。そこで

私たちは日常的な市民活動を通して問題としていたこと、つまり、区民参加の

システム、協働のシステムを図書館に導入することに焦点をあてさせていただ

きました。それはそのまま「区民とともに歩む」ことの議論につながると考え

たからです。 

  今回私たちは図書館の果すべき個々の機能についての提言はしていません。

機能について協議できるシステムを提案させていただきました。個々の機能に

ついての論議はそこで（「（仮称）図書館活動区民機構」の各部）具体的にやっ

ていただきたいということです。 

 

（２）今後の課題として 
  区民が「区民とともに歩む図書館委員会」に期待しているものに、北区の行

政の中での図書館活動の評価、図書館行政の情報公開、これからの図書館の在

り方があります。これについては、将来的なテーマとして「区民とともに歩む

図書館委員会」が担っていく課題だと考えています。具体的には図書館活動評

価基準、地区館の在り方、業務委託の評価、専門職員の配置、選書基準などで

す。しかし、これらは北区における利用率や利用方法など図書館活動の成熟度

と他の教育施策、まちづくりに関する行政などが深く関わってきます。 

  「（仮称）図書館活動区民機構」がいろいろな場として活用され、その活動を

通し、またより多くの区民が図書館サービスを受ける中で図書館活動に関心を

もたれ、図書館の在り方といった難しい問題にも様々な意見が出てくる事を望

みます。それらのボランティア活動家、利用者の声を聞きながら北区のほかの

行政とのバランスを踏まえて協議していく場がこれからの「区民とともに歩む

図書館委員会」になると思います。 

 

  区民が期待している本当の「区民とともに歩む図書館委員会」が機能するた

めには、今回提案した「（仮称）図書館活動区民機構」に多くの方が参加いただ

き、その活動が定着・発展することにかかっています。 
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区民とともに歩む図書館委員会設置要綱 
 

（設置） 

第１ 図書館運営に関する情報を積極的に公開し、区民との協働により区民が

誇れる図書館を創る検討の場として、区民とともに歩む図書館委員会（以下

「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２ 委員会は、図書館の運営に関し、必要な検討を行い、教育委員会に提案

する。 

（構成） 

第３ 委員会は、次に掲げる者につき、教育委員会が委嘱し、又は任命する 

 委員をもって構成する。 

 一 学識経験者      １人 

 二 区内に住所を有する者 ３人以内 

  三 区内各種団体構成員  ４人以内 

 四 関係課職員      ２人以内 

（委員の任期） 

第４ 委員の任期は、２年とする。 

（会長） 

第５ 委員会に会長を置く。  

２ 会長は、委員の互選によりこれを定める。 

３ 会長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 会長に事故のあるときは、あらかじめ会長が指名する委員がその職務を 

 代理する。 

（会議） 

第６ 委員会は会長が招集する。 

２ 委員会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３ 会長は、必要があると認めるときは、委員会に委員以外の者を出席させ、

意見を聴くことができる。 

（部会の設置） 

第７ 会長は、必要に応じ部会を設置することができる。  

（庶務） 

第８ 委員会の庶務は、中央図書館において処理する。 

（委任） 

第９ この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、会長が 

 定める。 

 

   付 則 

 この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。 
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委員会 開催日 開催場所 検討内容

第1回 平成17年5月17日 北とぴあ第１研修室 北区図書館の現状と課題

第2回 平成17年7月20日 北とぴあ９０２会議室 新中央図書館基本計画

第3回 平成17年9月22日 赤羽会館６０２会議室
新中央図書館のバリアフ
リー・ユニバーサルデザ
イン

第4回 平成17年10月13日 北とぴあ９０２会議室 新中央図書館の実施設計

第5回 平成17年12月14日 北とぴあ第２研修室 今後の委員会での検討事項

第7回 平成18年5月24日 北とぴあ９０２会議室

図書館のボランティア活
動について～図書館でど
んなボランティア活動が
できるか～

第8回 平成18年7月18日 北とぴあ第１研修室

図書館のボランティア活
動について～図書館でど
んなボランティア活動が
できるか～

第9回 平成18年10月6日 北とぴあ第１研修室
図書館における区民活動
と協働への提言に向けて

第10回 平成18年12月6日 北とぴあ第１研修室
図書館における区民活動
と協働への提言に向けて
パート２

第11回 平成19年2月13日 北とぴあ８０２会議室
図書館における区民活動
と協働への提言に向けて
パート３

区民とともに歩む図書館委員会  開催状況

第6回 平成18年2月21日 北とぴあ９０１会議室
これからの児童・青少年
サービス
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